
:ア7

‘ヲ

の
退
職
金
返
上
・
お
%
の
報
酬

カ
ッ
ト
を
断
行
し
つ
つ
、
不
退

転
の
決
意
で
区
政
経
世
口
を
「
刷

新
」
し
収
支
均
衡
財
政
を
路
江

す
る
た
め
、
各
界
の
有
識
者
を

招
き
新
た
な
経
営
改
蔚
の
処
方

護
を
引
き
出
し
た
。
総
員
定
数

2
0
0
5

年
の
第
5

回
調
査

(
8
0
2市
区
対
象
)
で
、
行

政
革
新
度2
位
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
度5
位
の
結
果
を
得
た
。
主

な
評
価
項
目
は
、
情
報
公
開
な

ど
の
透
明
度
、
行
政
評
価
や
ア

ウ
ト
ソ
l

シ
ン
グ
な
と
の
効
率

化
・
活
性
化
度
、
市
民
の
参
加

度
、
窓
口
や
公
共
施
設
で
の
利

便
度
な
ど
で
、
石
塚
区
政
の
成 る

エ
ポ
ッ
ク
は
川
の
浄
化
や
悪

臭
対
策
、
低
公
害
車
の
普
及
な

ど
枚
挙
に
隔
が
な
い
が
、
「
エ

コ
ポ
リ
ス
板
橋
・
環
境
都
E
旦

言
」
の
も
と
、
「
Y
U
M
E
パ

い
け
持
町
村
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
」

「
ホ
タ
ル
の
飼
育
」
「
緑
の
カ

ー

テ
ン
」
な
と
、
板
指
か
ら
全

国
に
思
想
倍
し
た
事
業
は
、
地
球

環
境
大
賞
や
自
治
体
環
境
グ
ラ

石
塚
区
政
同
年
間
を
振
り
返
る

な
日
々
を
ル
l

ツ
と
し
、
史
京

都
民
生
局
で
問
答
者
と
出
会

い
、
区
で
独
居高
附
者
等
の
生

活
実
態
に
ふ
れ
る
中
で
出V
Fり

れ
た
石
塚
の
専
売
特
許
と
い
え

る
。
石
康
区
政
で
際
立
し
た

「
福
祉
の
板
橋
」
の
称
号
は
、

区
服
員
の
誇
り
で
も
あ
る
。

経
営
刷
新
会
議

四
期
日
の
就
任
直
後
、
未
曾

有
の
尉
政
危
機
に
対
し
石
田
司
が

打
っ
た
カ
ン
フ
ル
剤
た
。
自
ら の

左
腕
削
減
や
補
助
〈
恋
守
の
カ

ッ
ト
な
と
区
民
・
説
会
・
職
員

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
徹
底

し
た
刷
新
計
画
が
進
め
ら
れ
、

新
た
な
需
要
に
こ
た
え
る
基
盤

を
箆
備
し
た
。

自
治
体
行
政
ラ
ン
キ
ン
グ

2

年
にl
度
、
全
国
の
市
区

を
同
一
項
目
で
調
査
し
、
サ
ー

ビ
ス
水
畑
中
や
革
新
度
を
比
較
す

る
日
本
経
済
新
聞
の
自
治
体
ラ

ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
板
橋
区
は 果

が
客
観
的
・
対
外
的
に
評
価

さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
故
人

と
な
っ
た
大
野喜
久雄
元
区
話

会
読
畏
は
当
時
、
こ
の
結
果
を

石
塚
区
長
の
取
り
組
み
に
対
す

る
金
潟
勲
章
だ
と
述
べ
て
い
る
。

エ
コ
ポ
り
ス
板
橋

公
空
白
に
苦
し
ん
だ
歴
史
を
踏

ま
え
、
石
塚
は
「
環
演
に
い
い

こ
と
は
な
ん
で
も
や
る
」
と
い

う
強
い
姿
艶
で
環
控
霞
の
先

頭
に
立
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す ン

プ
リ
を
は
じ
め
多
く
の
受
賞

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

文
化
・
交
流
・
観
光

異
文
化
と
の
そ
ら
侃
は
地
域
文

化
の
再
発
見
・
観
光
資
源
の
発

掘
に
も
つ
な
が
る
。
華
や
か
な

自
治
体
外
交
は
、
財
政
面
へ
の

影
留
か
ら
と
か
く
批
判
の
的
に

も
な
る
が
、
石
田
崎
区
政
で
の
国

際
交
慌
霊
莱
は
お
区
随
一
の
5

都
市
(
国
)
と
の
交
流
を
通
し

位
界
平
和
へ
の
貢
献
を
理
想
に

回
向
げ
、
区
民
・
議
会
か
ら
の
評

価
や
足
着
し
て
い
る
。
民
俗
芸

能
・
美
術
・
翻
訳
・
歴
史
民
俗

・
市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
全
国

レ
ベ
ル
の
事
業
展
開
と
あ
わ

せ
、
文
化
の
保
存
振
興
へ
の
取

り
組
み
は
板
橋
の
「
お
家
芸
」

と
も
言
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

幻
の
辞
職
願

首
長
の
任
期
は
同
期
が
適
当 か

。
答
え
は
一
つ
で
は
な
い
が
、

石
即
時
は
3

期
と
考
え
た
。20

0
2

年
秋
の
区
議
会
で3
期
で

の
引
退
を
表
明
し
た
石
塚
が
、

後
継
候
補
の
乱
立
な
ど
の
諸
事

情
か
ら4
朗
自
の
出
馬
を
余
儀

な
く
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と

き
、
議
長
あ
て
の
「
辞
脈
願
」
を

し
た
た
め
た
。
周
囲
の
思
感
へ

の
精
一
杯
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
「
日
記
」
か
ら

J 

石塚前区長(右)の後をうけ板橋区政を

リードする仮本健板橋区長

は
、
石
原
の
苦
渋
の
思
い
が
伝

わ
り
息
苦
し
く
さ
え
な
る

。

し

か
し
、
そ
の
「
踊
」
は
、
結
局

提
出
叶
わ
ず
再
出
馬
表
明
に
い

た
る
。
百
塚
は
そ
こ
で
気
持
ち

を
切
り
替
え
、
一
度
死
ん
だ
つ

も
り
で
お
礼
奉
公
し
ょ
-
っ
と
考

え
た
。
そ
れ
が
当
選
後
の
「
経

臼
刷
私
」
に
つ
な
が
ゥ
て
、
付
制

役
を
望
ん
だ
多
く
の
ぼ
民
に
と

っ
て
は
芭
と
出
た
。

政
治
家
の
出
処
進
退
の
抑
制
し

さ
と
改
尚
は
守
主
均
一
ド
R
z
f

と
を
如
実
に
示
し
た
事
例
と
い

え
る
。

陣
頭
指
揮
の
区
政
運
営

区
長
会
の
役
員
ま
た
は
一
員
一

と
し
て
、
各
区
の
個
性
・
主
張

を
尊
箆
し
つ
つ
特
別
区
と
8
5

0

方
区
民
会
ほ
の
回
収
大
幸
福
を

め
ざ
し
、
自
治
権
拡
充
や
財
政

調
路
な
ど
国
や
都
と
の
協
議
、

区
間
の
調
防
法
に
も
奔
走
し
た
百

塚
区
長
。
都
区
は
も
ち
ろ
ん
国

内
外
に
人
脈
を
広
く
侍
ち
、
そ

の
情
報
力
と
か
該
力
に
は
定
一許

が
あ
っ
た
。

「
ノ
l

ト
」
に
は
糾l
-

し

の
関
係
者
か
絞
羽
す
る
一
、
川J

γ
口
は
伏
せ
て公
開
)
が
.
ドf

峨
は
人
と
会
う
の
が
メ
|

/
川

仕
事
だ
と
今
m
ん
な
が
ら
応
州
、
J

る
n

時
間
宮
山
一
b
-一
日
め一七
川if

仕
切
る
の
は
犯
お
の
仕
引
い

が
、
白
山
崎
区
長
は
師
会
「
ド
ー
市
川

を
樹
倒
的
に川
市か
L
r

一

月
い
一j

や
会
合
で
ま
め
に
区
民
とい

し
、
現
出
引
の
生
さ
た
悩
川
刊
を
山

ら
策
め
だ

n

ザ
設
な
ど
で
え，

m
店
内
山
川L
-
hji
，
け

註
ド
ご
門
司
店
長
吹
f
J
同
-
T
~

1

l
n
t

R
J
J
l

ー

と
区
政
の'
hく
末
任
以
にJ

。

じ
、
支
え
て
く
れ

る
む
の
八
山

脳
剖
と
強
い
競
任
問
ん
い
は
山
所

、

の
蛇
外
れ
た政
散
と
行
引
に』引

表
れ
、
問
実
に
組
飢
に
山
口
品
川
し

た
n石

塚
に
と

っ
て
、
叩
可一
いい
い
ー

の
た
め
懸
命
に
区
政
を
京
い
ご

い
る
自
負
と
た
ゆま
ぬ
ん
労
力
こ

そ
が
、
「
問
問
出
旭
町
仰
」
の
日
午

闘
を
町
民
付
け
る
も
の
だ
っ
た

山

で
あ
る
。

(
山
町
純A
j
-
-

介
)

日
お
わ
り


